














































む）佐々は少なくとも，毎月 1 － 2 回現
場に出向いて育ちの過程についての観察を
し，個別あるいは，共通する改正点などに
ついて，とりまとめ，保育・教育実践に生
かせるようにした。行事についても参加観
察しながら，取りまとめた。
２．共同研究者たちとの研究会で（毎月平均１回
は開催）上記の保育・教育の実際について
得られたこと，発達課題などの確認を行い，
その背景要因について検討した。保育・教育
課程への組み入れを行った。現在の子どもた
ちに負荷がおおきいのではないかとみなさ
れたことについては，ゆるやかにしていく
こと，対応の難しい子どもが多い場合には，
１週間，１ヶ月のなかで内容が可能になるよ
うに，ゆるやかな運営を行うようにした。所
沢文化幼稚園関係では，教員，保育士たちへ
の伝達などは，園長経由で行った。それ以外
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の保育園については，保育言語研究会におい
て，担当者自身との検討により，保育におけ
る対応を中心に修正を加えていった。
３． 教育課程における組み換え，修正に関して
は，年間通じて，あらためてみなおし，無理
のないような内容変更にしていくようにし
た。
４．就学前教育を今年度は３－５歳児を中心にお
きながら，教育課程，保育課程とつきあわせ
ながらすすめた。幼稚園においてはとりわけ
３歳児の入園の４月当初の個別の基本的生活
習慣の把握が必要であることがより鮮明に
みえてきた。家庭とは異なるトイレの使用に
かかわる排泄，弁当よりは給食の食べ方など
によって，みえてくる食にかかわる習慣を含
む内容，教室・保育室内外の遊びの観察か
ら，個別の体の育ちや遊びの詳細観察から，
個とクラス集団の，その時期における保育・
教育者側の運営にあたる場合の留意事項が
見えてきた。それらの一つひとつについて，
できるだけ幼稚園，保育園の入園後の初期
段階において，丁寧にすすめていくことが，
個人の子どもの場のなじみ方や安定感や人間
関係の育ちにも関連しているということがわ
かった。個人としての子どもが園生活になれ
てくるにしたがって，クラス集団がより生き
てくることが見えてきた。ただ，その把握力
や細やかに個別に対応するという力は，教員
によって差が生じることもみえてきた。それ
らをできるだけ小さくすることが課題とな
り，園長・主任側からの繰り返しの丁寧な助
言が欠かせないことがわかった。
５．幼稚園においては，この３歳児の初期段階のみ
ならず，４歳，５歳のクラス替えのときに，あ
らためて個々の生活習慣や遊びの観察によって
できていることとできないことの区分をするこ
と，加えて，集団で行う行事という場における
子どもの姿の観察をおこない，教員・保育士な
どの集団内における大人の言葉を聞きとめてい
くことやいわゆる園生活における規範などの理
解の仕方などについての把握を行った。なかな
かわかりにくい子どもたちには，席をどの場に
するのかについての工夫，個別の対応をするこ
となどの工夫をこらした。４月当初からの初期
段階の把握とその後の対応によって，いわゆる
小１問題というくくりの内容でおさえることは
でてきていない。
６．園生活に初めてなじむ子どもたちの受け入れ
について，個別にかかえる問題を初期段階に
すすめていくことによって，子どもが園生活
になじみ，そこで生き生きと暮らし始めてい
くということが見て取れてきた。その結果と
して，クラス運営においても教員の個性的な
展開によって教育・保育課程が進んでいった
ように思われた。いわゆる「生きる力」がそ
れぞれの子どもたちからあふれてくるように
なっていたように思われた。
７． この１年の成果を踏まえて，さらに２年目
は，認定こども園，保育園の０－２歳児まで
を加えて検討を行う。さらに実践成果をふま
えて，幼保一元化，および，小学校への接続
への対応法としての教育課程遂行上の視点・
留意点，などのまとめをすることにある。
　なお，本研究は，共同研究者のみならず，佐々
の主催する保育言語研究会のメンバーたちとも同
時進行でおこなってきた。公立，私立保育園の保
育については，その担当の担当する年齢層という
ことでの検討になっているが，１年の保育実践を
１ヶ月ごとにふりかえりながら次の保育実践を組
み立てていくというようにすすめてきた。それら
の資料も次年度の資料になる。
　研究費については，図書費・消耗品扱いになっ
た図書（文献）と，資料整理のアルバイト費用，
先に佐々がまとめた発達表の印刷代に使わせてい
ただいた。多くの担当者たちが育ちの過程を見直
していく資料になった。ここに感謝申し上げる。
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